
創業以来370余年、江戸時代と変わらぬ配合と製法を守
り「銘菓 関の戸」のみを作り続けている和菓子店「深川
屋」14代目の服部亜樹さん。代々受け継ぐその製法のみ
ならず、「東海道関宿まちなみ保存会」の事務局長とし
て、関宿の街並みや、“自分たちが育った町への誇り”を
地元から育む様々な活動に取り組んでいる。

深川屋

国の重要伝統的建造物群保存地区で
家伝の味と、地域の誇りを守る14代目

14代目 服部 吉右衛門 亜樹 さん

街並みは

住民みんなの

財産！

亀山三大銘菓 関の戸 深川屋　三重県亀山市関町中町387    TEL. 0595-96-0008

寛永年間より370年作り続け
られている餅菓子。赤小豆の
こし餡を、白い求肥皮で包み、
阿波の和三盆をまぶしたそ
の姿は鈴鹿の峰に降り積る
雪をモチーフに考案されたと
伝えられています。

銘菓 関の戸

関宿

［参考：亀山市観光協会］
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顔写真 ＋ お店外観 写真＋ 商品イメージ写真の
正式なデータをご提供いただければありがたいです

商品紹介文を
ご確認ください

内容をご確認ください 可能でしたら、こちらのひと言を頂戴できればうれしいです
（現状でご承諾いただければ、このまま使用させていただきます）
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